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　中小企業団体中央会は、各都道府県に一つ設置された47の都道府県中央会と、中央に全国中
央会があり、中小企業等協同組合法に基づき、中小企業組合の連携支援機関として設置されて
いる団体で、組合等を会員として、国・県の助成金等により運営され、組合及び中小企業の健
全な発展を図ることを目的としています。
　佐賀県中小企業団体中央会の主な事業は次のとおりです。

1 支援事業

2 金融の相談・あっせん

3 教育・情報提供事業

4 調査・研究事業

5 組合助成事業

6 共済事業

7 青年部活動

8 建議・表彰・親睦・その他

●組合設立　　　　　中小企業の組織化に関する一切の支援
●窓口相談　　　　　組合並びに組合員の運営・経理・労働・金融・税務・情報化等の相談
●巡回相談　　　　　指導員の巡回による組合運営等の支援
●労働相談　　　　　労働問題全般についての支援
●個別専門指導　　　弁護士・公認会計士・税理士・中小企業診断士・各コンサルタント等の専門家による指導

●金融あっせん　　　商工中金をはじめ政府系金融機関等への事業資金の融資相談
●共同施設設置相談　中小企業高度化資金の導入指導等
●制度金融の相談　　組合共同事業資金等の県の各制度資金等の相談

●講習会・研修会の開催　　●情報の提供　　●教育器材の貸出　　●情報連絡員の設置

●各種実態調査　　●研究会等の開催　　●各種委員会・懇談会の開催

●中小企業連携組織等支援事業　●組合等の情報化対策事業　
●小企業者組織化指導事業……以上の事業の経費に対する助成

●中小企業倒産防止共済制度　　●特定退職金共済制度　　●総合保障共済制度
●企業年金保険制度　　●所得補償制度　　●中小企業オーナーズプラン　　●中小企業PL保険制度
●火災共済制度　　●自動車事故見舞金共済制度　●個人情報漏えい賠償責任保険制度

●中小企業青年経営者・後継者の資質の向上のための研修会の開催やそれに対する助成

●中小企業対策の強化・推進のために国・県等に対する建議陳情
●事業運営の優秀な組合及び功労役職員の表彰、国・県に対する表彰者の推薦

「唐津市旅館協同組合」
アドレス：http://www.karatsu-yado.com/

　今月のリーダー魂で理事長のインタビューを掲載
している「唐津市旅館協同組合」のホームページ。
組合員の宿の紹介をはじめ、唐津市のイベント、観
光について知ることができ、見ているだけでも楽し
めます。また、唐津市に仕事・観光で行く前にチェッ
クしておけばとても便利です。
　将来的には組合員の空室状況表示にまで対応する
予定です。

組合ホームページ探訪



「３つの「ｉ」の組合事業で
� 新たな活路を見出す」

　唐津市旅館協同組合　理事長　立花研一郎　氏
（水野旅館社長兼料理長）

―組合の概要についてお聞かせ下さい。

立花　唐津市旅館協同組合が法人化されたのは昭和５0年５月
の事です。設立当時の理事長から数えて私でちょうど10代
目の理事長になります。組合員数は現在２３名ですが、昭和
６0年当時、もっとも組合員数が多かった頃は６２名の会員が
いましたので、組合員総数に関しては往時の約１／３にま
で減少しています。組合の地区が唐津市ですので、組合員
は唐津市内の宿泊業者ということになります。組合の事業
としては、商品等の共同購買事業、観光に関連する諸事業、
組合員に対する旅客の案内、教育、情報の提供事業等があ
ります。そのほかに、保険の斡旋等を行っています。また、
私が理事長に就任してからは、とりわけ、インターネット
関連事業、インバウンド、インタラクティブの３つに力を
入れています。

―なるほど。３つの「ｉ」ですね。それぞれについて少しご説
明ください。

立花　まず「インターネット関連事業」ですが、この1５年の
インターネットの普及は目を見張るものがあり、近年では
スマートフォンやタブレット型ＰＣの普及によって、意識
する事なく特別な設備も必要とせず、日本全国、どんな場
所からもインターネットが利用できるようになりました。
当然観光客の方も、そうした機器を利用し目的地（現地）
での情報収集を行うなどされるはずで、私達のような観光
関連産業こそ、そうしたインフラを最大限に活用する利点
があるのです。残念ながら、というべきか、インフラ普及
のスピードが予想以上に早く、私たちの方がまだ新たなネッ
ト環境についていけていない状況です。そこで、「各施設へ
のＷｉＦｉ設備の普及促進」「ネット旅行代理店の利用促進」

「ホームページ／ＳＮＳの効果的利用」「クラウド等の利用に
よるペーパーレス化と内部事務効率の向上」等を目標に研
究会や研修会を企画・実践しています。次に「インバウン
ド（海外からの観光客）」に関しては、国内の少子高齢化の
進展に伴い、中長期的にみて観光産業のパイは縮小してく
ることは既定路線となっており、国内からの旅客だけに頼っ
ていると、やはりこの先厳しい経営を強いられる可能性が
高い。その為に今のうちから少しずつでも海外観光客の受
け入れに向けた施設等ハード面、クレーム・トラブル対応
といったソフト面双方からの環境整備とノウハウの蓄積に
よって、我々旅館・ホテル業の経営者側の意識の醸成を行っ
ていくことが重要だと考えています。

　　最後の「インタラクティブ」は先の二つの重点目標の補完
的な意味合いを持つ目標なのですが、「対話・双方向・相互
作用」という意味を持つ言葉で、第一に組合員同士、互い
に情報交換等を密にできる関係を構築することにより、互
いが切磋琢磨して発展していく事ができるような環境づく
りを目指します。それをアシストする為の仕掛けとして「組
合女性部」ともいうべき「女将会」を活用したり、新たに

若手のための「青年部」を立ち上げました。
　　これらに加え、第二に、組合員間同士のインタラクティブ

を超えて、行政・観光協会・経済団体等他の組織とも相互
に連携し合いながら事業を進めていく事を目指しています。

―インターネットは確かに今現在の事業者にとっては決して避
けられない課題でもありますね。

立花　たとえば、これは「インバウンド」の話とも関係するの
ですが、外国からのお客様が日本に来てまず不満を感じる
のが「スマートフォンなどＷｉＦｉ機器が使えない」とい
うことです。確かに、ＩＴが進んだ国ではホテルやあらゆ
る公共施設でフリー（無料）のＷｉＦｉ環境が整備されて
います。彼らは外国にいても常にネットに繋がって情報を
求めたいのです。そうしたお客様の声に最大限応え、安心・
安全を提供する事こそが、一番必要とされるおもてなしの
基本ではないでしょうか。

　　また、組合員間の連絡、国内のお客様との密な交流などに
関して、ＳＮＳ、とりわけ現在は「Facebook」の活用を
企図して、まずは組合員全員がFacebookのユーザーにな
り、ある程度使いこなせるようになるように中央会の補助
事業を活用させていただき、組合員向けに研修会を行って
いるところです。

―インバウンドに関しては佐賀県も積極的に誘致に動いている
と聞きます。

立花　韓国からのＬＣＣを佐賀空港に誘致するなど積極的に動
いていますね。ただ、唐津地区に関していえばまだまだ海
外からのお客様は少ない状況です。一部の大きなホテル等
は代理店を通して団体旅行等の大口の客を誘致できますが、
中小の施設では個人客をターゲットとしていく事を考えて
います。海外からの個人旅客で現在有望なのは韓国ですね。
韓国が海外旅行自由化になってから２0有余年、最近の韓
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国人観光客の振る舞いはだいぶ洗練されてきており、我々
中小の施設が受入対象としても十分に対応できるレベルに
なってきていると思われます。ですので我々としては先ず、
地理的にも近い韓国人観光客を狙ってアピールしていこう
と考えます。「九州オルレ」というのをご存知でしょうか。

「オルレ」とは、韓国の済州島から始まった「自然の道をト
レッキングするレジャー」を指す言葉です。韓国からも地
理的に近い九州で、この「オルレ」の九州版の「九州オルレ」
という取り組みが現在なされており、佐賀県からは武雄の
山道がこの対象として選ばれています。こうした取り組み
を通じて佐賀県内に韓国からの個人観光客を誘致するなど
行政・観光連盟等と一体となった取り組みをしているとこ
ろです。

―新しい事業を実施していくにあたり基礎となる大事な概念が
「インタラクティブ」というわけですね。

立花　唐津市の宿泊業・観光産業はこれまで比較的恵まれてい
たのです。風光明媚な自然と玄界灘の新鮮な海の幸、お米
や野菜・果物などの山の幸による食、そして歴史・文化な
どの恩恵で、必死に努力をしなくてもそこそこの観光客が
訪れていました。しかし、その観光客も漸減傾向にあります。
また、道路や新幹線の整備などで客足の流れも変化してく
るだろうと予想されます。これからは地域の観光関連資源
を最大限に活用したＰＲ等を積極的に行っていくべきだと
考えます。その為には観光の要となる宿泊を担う我々の組
合内でのコンセンサスの確立がまず大事ですし、また外部
組織との連携も重要です。観光ＰＲの為のイベント等に関
しましては組合員の中で観光協会に加入している施設で構
成している観旅連という組織があり、そちらが主として企
画立案・実行を行っているのですが、その組織とも連携を
密にしながら観光誘致の為の施策を種々考えて実行してい
ます。まさに相互の対話・連携・意見交換で、より高度化・
洗練化された観光誘致策を実現していきたいですね。

―なるほど、外国人を含めた観光客に、唐津をはじめとした佐
賀県に来ていただく新しい工夫も必要ですね。

立花　唐津には、「唐津くんち」など有名なイベントもありま
すが、発信力不足もありまだまだ全国的に広くは知られて
いない観光資源がたくさん存在しています。和食文化の根
源ともいえる「稲作食文化」の発祥の地であり、これまた
日本文化の「粋」の一つである茶の湯を支える「唐津焼」、

『東京駅』に代表され、文明開花期の日本や台湾等にたくさ
んの洋風建築を残し今でも「辰野式建築」として建築史上
に名を残す偉大な建築家・辰野金吾の故郷であり、太閤秀
吉の足跡の残る肥前名護屋城址等々、まだまだたくさんあ
りますが、とにかく数え上げればキリが無いほどの「魅力
的な観光資源」が眠っています。それらを上手く活用して
観光誘致に繋げていければと思います。

―唐津と言えば食文化の面でも魅力がありますね。

立花　「呼子のイカ」などが全国区では有名ですが、組合の関
係で言えば地元名物の「太閤焼き（塩釜焼）」があります。
ご存知かもしれませんが、これは豊臣秀吉の命により作ら
れたといわれ、大きな鯛を一尾丸々と塩で包んで丸ごと釜
焼きしたものです。この太閤焼きなどは、地域の食の特産
品としてこれから自信を持って大いに売り出していけるも
のです。余談ですが、唐津が塩釜焼の発祥の地でありながら、
他県の水産会社がすでに地元特産品として売りだしている
事例があり、負けてはいられません（笑）。そのほかに組合
では、人々の健康志向や美容ブームに着目して秋〜冬の取

り組みとして昨年から「からつ薬膳鍋」を考案し提供して
います。漢方専門家の指導を受けナツメや黄耆（オウギ）、
高麗人参などをブレンドした生薬を煎じたものでダシを作
り、それに唐津産の新鮮な魚介類、野菜等を入れ、食材そ
のもののうまさを消さないように工夫したものです。組合
員の施設で、それぞれの特徴ある鍋を提供していますが、
このように「食の魅力」も観光誘致の重要な柱と位置付け
て継続的に取り組んでいく予定です。

―いかに情報発信をしていくかが鍵になりますね。

立花　そこで先ほどから述べている通り「インターネット」が
重要な要素技術となるわけです。組合に豊富な宣伝費があ
れば話は別ですが、宣伝の為に無制限にお金をかけるほど
現在の組合に余裕はありません。そこで、「組合・組合員双
方によるホームページの整備」「Facebook等ＳＮＳの最大
限の活用」「行政のイベントへの協力（それにより告知費用
は必要なくなる）」等々の工夫を凝らせば必要最低限の費用
にて最大の効果を得ることが出来る筈です。今はまだ助走
段階ですが、必ず数年後には形となるような取り組みをし
ていきたいと思います。

―理事長個人についてお聞きします。プライベートな時間は何
をされていますか。

立花　プライベートですか（笑）。学生時代は写真部に所属し「写
真」を嗜んでいました。その為、今でもカメラ片手に写真
を楽しんでいます。私は我が「水野旅館」の料理長をして
いるのですが、私の旅館で出す料理の写真なども自分で撮
影してホームページ（※）等に使っております。それ以外
にも様々な写真を公開していますので、是非一度ホームペー
ジをご覧いただければと思います。

　　その他に、趣味といえば「ヨット」ですね。ご覧になった
通り、水野旅館からも美しい唐津湾が臨めますが、これも
学生時代ですが、ヨット部に所属して基本的な操縦技術を
習得しました。唐津に戻って以来折を見ては小型ヨットで
唐津の海で風と波に戯れています。ヨットで海を走ってい
ると、モヤモヤもリセットされ、本当に気持ちがいいんで
すよ。ああ、ちょっと脱線しますがヨットを筆頭にマリン
スポーツなども唐津の観光資源として観光客誘致に結びつ
ける施策が出来ればいいですね。戻りますが、理事長職を
拝命以来忙しくてなかなか海に出られないのが悩みではあ
ります（笑）。

―最後に、理事長としての抱負をお聞かせ下さい。

立花　私は今年の５月の総会で理事長に選出されました。正直
なところを申しますと、私個人としてはまだまだ理事長職
など無理だと考えていたのです。しかし私を選んで理事長
の任を与えてくださった組合員の皆さんの期待に応えるた
めに、私なりのやり方で力を尽くしていければと考えてい
ます。現在（〜11月４日迄）、佐賀県立名護屋城博物館にて
開館２0周年記念企画展として「秀吉の宇宙〜黄金、そして
　茶の湯」が開催されています。また、11月２、３、４日
には唐津最大のイベントである「唐津くんち」が開催され
ます。秋の行楽シーズンには是非唐津方面にもお出かけい
ただき、美しい自然や美味しい食、伝統文化の「粋」をご
堪能ください。

―本日はありがとうございました。
※水野旅館ホームページ　http://www.mizunoryokan.com/
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平成２５年度
中小企業組合トップセミナー
盛会に開催！
　本会では、平成２５年７月２３日（火）、
２４日（水）の２日間にわたって、今年度
の「中小企業組合トップセミナー」を嬉
野市嬉野町「観光ホテル大正屋」にて開
催しました。

　セミナー１日目は、毎日新聞論説委員で、ＴＢＳテレビ系テ
レビ番組「みのもんたの朝ズバッ！」大阪・毎日放送テレビ番
組「ちちんぷいぷい」などでコメンテーターを務めるなど、多
方面で活躍されている与良正男氏をお迎えし、「日本経済の展
望と政治の行方～混迷する政治・経済！どう変わる日本～」を
テーマにご講演いただきました。
　お話では、自身が出演なさっているテレビ番組「朝ズバッ！」
での興味深い裏話を皮切りに、２００７年第一次安倍政権の挫折
から現在までの日本政治の舞台裏や第二次安倍政権誕生に至る
筋道について、政治の裏表を現場で実際に見て来たジャーナリ
ストの視点から、普段なかなか聞く事が出来ない情報をふんだ

んにお話しいただきました。また、「景気回復」は勿論の事、消費税増税問題、ＴＰＰ参加問題、原発再稼
働の問題、中韓との外交摩擦問題等、これから先安倍政権に期待される、あるいはクリアすべき課題につい
て一つ一つ現状と今後の予想についてお話しいただき、参加者は熱心に聞き入っていました。
　１日目のセミナー終了後「交流懇親会」
が開かれ、来賓を交えて、県内の組合関係
者同士で大いに親睦を深めました。
　セミナー２日目には、フジテレビ系テレ
ビ番組「ホンマでっかＴＶ」にも出演経験
のある一般社団法人日本アンガーマネジメ
ント協会代表理事安藤俊介氏を迎え、「部
下を動かす上手な叱り方！！～感情をコント
ロールし、上手に人を動かす方法～」をテー
マにご講演をいただきました。講演では、まずアンガーマネジメントとい
う概念について解説。アンガーマネジメントとは、１９７０年代から米国で
始まった、怒りの感情をコントロールする技術で、自らの内面の「怒り」
の感情を上手くコントロールする事により、部下等に対して感情に任せな
い「上手な叱り方」が出来、叱られる側の心を動かして、結果として組織
を円滑化させる事が出来る技術の事であり、現場でどう応用するのかその
実際のノウハウについて実例を挙げながらお話をいただき、聴講者からは
早速試してみたい等の感想が聞かれ、好評のうちにセミナーは終了しまし
た。今年のトップセミナーにも例年同様に約８０名の県内中小企業組合の関
係者にご参加頂きました。お忙しい中ご参加いただいた皆様方、誠にあり
がとうございました。

与良正男 氏

安藤俊介 氏
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月日（曜） 行　　　　　　　程 宿泊地

１
日
目

１０
月
２４
日（
木
）

レイアホテル石山
電話　０７７−５３３−０６６０
住所　〒５２０−０８３２
　　　滋賀県大津市
　　　　　粟津町９−２１
※懇親会会場「でんや」
電話　０７７−５３４−１５１１
住所　滋賀県大津市
　　　　　粟津町４−１１

２
日
目

１０
月
２５
日（
金
）

鳥羽グランドホテル
【海が見える露天風呂が
� 堪能できる】
電話　０５９９−２５−４１４１
住所　三重県鳥羽市
　　　　　小浜町２３９−９
※１９：００～
　ホテルにて懇親会

３
日
目

１０
月
２６
日（
土
）

徒歩にて
※外宮参拝　６０分程度
※内宮参拝　８０分程度

第６５回中小企業団体全国大会　ツアー参加者大募集！
　全国の中小企業団体の代表者が一堂に会し、自らの決意を内外に表明するとともに、国等に対して中小企
業振興施策の拡充強化を訴え、組合等の中小企業連携組織を基盤とした中小企業の安定的発展と豊かな社会
を実現することを目的とする「第６５回中小企業団体全国大会」が、「つながる絆、ひろがる未来　～組合　
絆　ルネサンス～」をキャッチフレーズに、来る１０月２４日（木）滋賀県大津市「滋賀県立芸術劇場びわ湖ホー
ル」で開催されます。
　佐賀県中央会では、下記行程により佐賀県からこの全国大会に出席する為の団体旅行を計画しております。
今年度は、日本人なら一生に一度は参拝しておきたい「伊勢神宮」が、２０年に一度の遷宮を行う稀有のタ
イミングということもあり、１０月に予定されている第６２回式年遷宮直後の伊勢神宮にまで足を延ばし、こ
れからの２０年間日本を見守る事になる新生伊勢神宮にいち早く参拝し、参加者一同で商売繁盛と健康長寿
等を祈る事としております。組合、あるいは業界を代表して、日本の中小企業者のトップが一堂に会して決
意を表明する全国大会に参加し、また遷宮直後の伊勢神宮にいち早い参拝を行って貴業界・組合の更なる発
展と飛躍を祈念しませんか。参加ご希望の方は、本会の全国大会担当者（連携企画部舛田・ＴＥＬ　０９５２
−２３−４５９８）までご連絡ください。

旅行参加費用  ９７，０００円（参加料６，０００円含む）

注意事項�
　■旅行費用につきましては、参加予定人員数に満たない場合ご負担金額が変わる場合がございますので予めご了承ください。■申込
後に取り消された場合は、大会参加料６，０００円と、キャンセル料をご負担いただくことをご了承ください。■宿泊は初日のホテルはシ
ングル、第２日目は温泉宿につき基本的には参加者同士の相部屋となりますのでご了承ください。（２日目シングルご希望の方はご相談
ください。※追加料金が発生します）■集合時間の時刻等については、変更になる可能性がありますので、参加される方には別途改め
て正式な参加案内をお送りいたします。■ご自身で会場に直接行かれる場合、大会参加料６，０００円のみとなります。

■集合場所：博多駅新幹線中央改札口（ミスタードーナツ前）　　■集合時間：午前８時００分

博多駅
８：２９発

ホテル
９：00頃

ホテル
17：30頃

ホテル
８：30頃

小牧空港
17：30頃　1８：30発

福岡空港
２0：00着

［解散］

京都駅
11：1５着　11：30発

大津駅
11：４0着

ホテル
17：00頃1２：00着

1８：00開始

新幹線【車内にて昼食（弁当）】 東海道本線・快速

一路、三重県へ

フジドリームエアライン３１３便

タクシー

貸切バス 【昼食】
※�レストラン・
ハイウェイ

タクシー第６５回中小企業団体全国大会
（滋賀県大津市：

滋賀県立劇場びわ湖ホール）
1２：30～1６：30 チェックイン後夕食会場へ

彦根城
国宝！世界遺産暫定リスト入り！

10：00～13：00

二見浦・夫婦岩　�「道開き（導き）の神」といわれる猿田彦
大神を祀る二見興玉神社と夫婦岩

1６：1５～17：00

伊勢神宮 【おかげ横丁・岩戸屋にて昼食】
外宮参拝～内宮参拝～おかげ横丁散策

９：00～1４：30

２０年に一度！式年遷宮直後
のお伊勢参りで健康長寿、商
売繁盛を祈願しましょう！

＆お伊勢さ
ん参拝！
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　精勤手当、通勤手当、家族手当及び時間外割増賃金は算入されません。
　特定（産業別）最低賃金は、別途決定されますが、陶磁器・同関連製品製造業については、
平成25年10月26日以降は、新たな陶磁器・同関連製品製造業の特定最低賃金が発効するま
では、664円の佐賀県最低賃金が適用されます。

詳しくは、佐賀労働局労働基準部賃金室または最寄りの労働基準監督署へ
　　　　　☎0９52－３2－７1７９

改定しました　佐賀県最低賃金
平成25年10月26日から　１時間　664円（改定前653円）

■募集コース及び定員
分野 コース名 実施日 定員 受講料

金属・溶接系 空調冷媒配管（ろう付け）
技能クリニック １０月１９日・２６日 １０人 １５，５００円

電気・電子系 ＰＬＣによるネットワーク
構築技術 １０月１９日・２０日・２７日 １０人 １２，０００円

金属・溶接系 ＴＩＧ溶接実践技術
（アルミニウム合金板材編） １０月２９日・３０日 １０人 １２，５００円

〃 締結部品の選定・組付け技術 １１月１２日・１３日・１４日 １０人 １３，５００円

電気・電子系 有接点シーケンス制御による
電動機制御の実務 １１月９日・１６日・１７日 １０人 １４，０００円

〃 自家用電気工作物の
実践施工技術 １１月２３日・３０日、１２月７日 １０人 ２０，０００円

金属・溶接系 炭酸ガス半自動アーク溶接
技能クリニック １月２１日・２２日 １０人 １１，５００円

機械系 旋盤実践技術
（組合せ部品加工編） ２月１８日・１９日・２０日 １０人 １２，５００円

〃 旋盤実践技術
（組合せ部品加工編） ３月８日・１５日・２２日 １０人 １４，５００円

■実施場所
　ポリテクセンター佐賀
　（佐賀市兵庫町若宮１０４２−２（ＪＲ伊賀屋駅前））

■お問合せ先
　ポリテクセンター佐賀　受講者係
　☎０９５２−２６−９５１６

能力開発セミナー受講生募集
（平成２５年10月～平成２６年３月）

佐　賀　☎0９52－３2－７1３３
唐　津　☎0９55－７３－21７９
武　雄　☎0９54－22－2165
伊万里　☎0９55－2３－4155
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障害者の雇用の場の確保について
　この事について、以下のとおり佐賀労働局長ならびに佐賀県健康福祉本部長より本
会内田会長宛てに依頼がありました。つきましては、本件の重要性に鑑みて傘下組合
員企業様等へのご周知を宜しくお願いいたします。
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　青年中央会　渕上史貴会長（佐賀青果食品（協）青年部部長）は今年度も会員青年部訪問を行っ
ています。
　去る７月１７日（水）、「佐賀県菓業青年会」会長　深町賢一郎さん、副会長　古川浩二さんを訪問。
今年６月に一大イベントである『菓業青年会九州ブロック佐賀大会』が総勢１３０名の参加者のもと
盛大に開催されたとのことで、好評だった講演会の感想や主催者としての苦労話などをお話しいた
だきました。また、今年は、最近九州ブロックに加入されたばかりの大分県への視察研修を計画さ
れているとのことで、渕上会長より後継者育成支援事業の紹介と応募についての提案がありました。
加えて、青年中央会の新規事業として、“会員カタログ”の企画を考えているとお伝えしたところ、
菓業青年会としては積極的に参加したいとの回答をいただきました。
　ついで、「協同組合鳥栖商工センター　若桜会」１２代目会長　塚本好昭さんを訪問。異業種の商
工団地という組合の特色を活かした取り組みを精力的に実施されており、８月３日には団地で働く
男女を中心とした『婚活パーティ』を実施。また、毎年恒例の『夏祭り』も今年は８月２３日（金）
に計画されており（取材時予定）、夏は若桜会さんの最も熱い季節となるそうです。渕上会長から
も今まで以上に親睦を深めたいとの思いを伝え、青年中央会の役員会を鳥栖で開催し、オブザーバー
としての出席と懇親会の開催を提案したところ、塚本会長からご快諾をいただきました。若桜会さ
んのパワーを青年中央会という組織にも上手く還元していければと思います。

　なお、青年中央会では、今後も渕上会長の会員青年部訪問を企画する予定です。各青年部の部長
さまにおかれましてはご多忙中とは存じますが依頼がありました際には宜しくお願いいたします。

佐青中通信
2013.9

渕上会長県内青年部訪問！

佐賀県中小企業青年中央会
会　長　渕上史貴（佐賀青果食品（協）青年部部長、有限会社渕上青果・代表）
会員数　３5名
　佐賀県中小企業青年中央会は、県内経済の次代を担う中小企業組合の青年経営者、若手後継者等の育成
を主な目的として昭和５１年に結成されました。現在、単なる後継者育成事業に留まらずに、互いに交流を
深め意見を交換しながら、業種の垣根を超えたビジネスの創出、ビジネス・マッチングによる新しい経済
活動の創出を目指し活動しています。本会の趣旨に賛同していただける未加入の組合青年部がございまし
たら、是非加入をご検討ください。
　お問い合わせは事務局0９52－2３－45９８（中央会内）まで。

 
佐賀県菓業青年会
左：深町会長　　右：古川副会長
手前：渕上青中会長

 
（協）鳥栖商工センター若桜会
　　左：塚本会長　　右：渕上青中会長
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去る９月５日に中小企業団体九州大会
が盛会に開催されましたのでご報告い
たします。

第５６回
中小企業団体
九州大会

～3６項目にわたる中小企業対策・景気対策議案を決議～

　九州中小企業団体中央会連合会は、九州・沖縄各県の中小企業者が抱える問題等の抜本的解決を図り、円
高の副作用に苦しむ中小企業の困難を克服し、地域経済に一層の活力を与えることを目的に、去る９月５日
（木）長崎県長崎市「長崎ブリックホール」において「絆新時代へ！連携組織の新たな挑戦」をテーマに第
５６回中小企業団体九州大会を開催いたしました。大会当日には関連行事として、午前中に九中連代表者会議、
青年部代表者会議を開催、午後１時から日本経済研究センター代表理事・会長の杉田亮毅氏をお迎えし、「今
後の日本経済と中小企業」と題した講演会を開催、参加者は日本経済の見通しと企業人としての心構えに熱
心に耳を傾けていました。

～大会経過～
１．成長戦略に基づく実効ある景気対策の実施　
２．組合等連携組織対策の拡充強化
３．九州・沖縄地域振興対策及び基盤整備の充実
４．まちづくり・にぎわいづくり推進のための支援の推進強化
５．中小企業に対する効果的な金融対策及び支援施策の充実強化
６．中小企業の雇用安定を支える支援策の拡充強化
７．中小企業の成長発展に繋がる税制への見直し
８．東日本大震災被災中小企業の復旧・復興の加速化

　大会では、以上の８つのスローガンを掲げ、「組合・組織」「地域振興」「商業振興」「金融」「雇用・人材育成」
「税制」「震災対策」の７分野３６項目にわたる中小企業対策・景気対策議案が提出されました。これに関連し、
福岡県中小企業団体中央会青年部連絡協議会・副会長髙田挙氏、協同組合鹿本ショッピングセンター理事長
松見真一氏の意見発表がなされ、国際経済の状況が不透明な中、政府の経済対策により一部明るい兆しが見
えつつあるものの、中小企業者にとってはまだまだ厳しい局面が続く我が国経済にあって、組合を中心とし
た中小企業に対してさらなる景気刺激策を政府に積極的に行うように要請する大会宣言とともに決議・採択
されました。その後、場内万雷の賞賛とともに長年に亘って九州地区の中小企業組合の発展に貢献した、「優
良組合」２９組合、「組合功労者」３２名、「優良組合青年部」８青年部、「中央会優秀事務局専従者」５名に対す
る表彰が行われ、それぞれ表彰の栄誉に浴されました。
　最後に、次回第５７回中小企業団体九州大会は熊本県で開催することが発表され、第５６回中小企業団体九
州大会は盛会裏に終了しました。
　今後、九州中小企業団体中央会連合会では本大会の決議を基に、国等に対し決議内容に関して強力な働き
かけを行っていきます。
　また、本大会終了後にはグラバー園を会場にして、大会に参加した青年部員が一堂に会する「青年部の集
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九州大会表彰・本県関係の被表彰者

被表彰者の皆様、おめでとうございました

優良組合

佐賀県生コンクリート工業組合
理事長

福岡　　桂�氏

佐賀県建設工業協同組合
理事長

岸本　　剛�氏

佐賀東部管工事協同組合
理事長

田中　義一�氏

組合功労者

佐賀県左官業協同組合
理事長

石﨑　憲治�氏

佐賀県火災共済協同組合
常務理事

塚原　昭敏�氏

優良組合青年部 中央会優秀事務局専従者

協同組合鳥栖商工センター若桜会
会　長

塚本　好昭�氏

佐賀県中小企業団体中央会　労働部
主　事

鳥谷　純子

い（青年部交流会）」が開催され、九州沖縄各県の青年部員同士交流を深めました。
　大会には九州沖縄一円より中小企業団体の代表者約１，２００名（うち本県参加者は７２名）のご参加をいただ
きました。
　景気回復が言われながらも厳しい経済情勢が続く中、本大会に積極的にご参加いただいた各組合関係者の
皆様に厚く御礼を申し上げます。
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公益財団法人
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景況NEWS
平成25年７〜８月分

　中央会では、県内３７業界より情報連絡員を委嘱し、毎月その業界の景況等についてご報告を頂
いております。
　ご報告いただいた平成２５年７〜８月分の景況は下記の傾向を示しています。
　なお、全国中央会が取りまとめている全国の調査結果をご希望の方は本会までご連絡下さい。
全国中央会ホームページ（http://www２.chuokai.or.jp/keikyou.asp）からもご覧いただけます。

７月、８月の傾向

佐賀県内中小企業37業界の景況

　今期（７−８月期）の景況調査結果について＜前月比＞ＤＩ（全業種）をみると、主要指標である「売上高」は７月
時調査で２０．６、８月時調査ではマイナス１４．７となった。７月時に大幅な改善の動きをしたが、８月時調査でマイナス
下推移に戻した形。「収益状況」についてみると７月時にはマイナス１１．８、８月時はマイナス８．９となり、ほぼ横ばいで
推移の状況は例年変わらず。「業界の景況」についてみると、７月時調査ではマイナス２３．６、８月時調査ではマイナス
２６．５となり、大きなマイナス幅での推移が続いている。
　一方、今期の景況調査の結果について＜前年同月比＞ＤＩ（全業種）をみると、主要指標である「売上高」について
は７月時調査でマイナス５．９、８月時調査では０．０となり、３月調査時から回復傾向が続いている。一方、「収益状況」に
ついてみると７月時にはマイナス３８．３、８月時はマイナス２３．６となり、こちらも前期調査時からは若干の持ち直し。こ
れに伴い、「業界の景況」は、７月時調査ではマイナス３５．３、８月時調査ではマイナス２９．４となり、若干ではあるが回
復傾向を示した。（グラフ参照）

前　　月　　比 前 年 同 月 比

→ → → DI 評価 → → → DI 評価
売上高

[DI]=[増加]-[減少]
44.1% ３２.4% ２３.５% ２0.６% ２６.５% 41.1% ３２.4% −５.9%
２６.５% ３２.３% 41.２% −14.7% ３２.4% ３５.２% ３２.4% 0.0%

在庫数量
[DI]=[減少]-[増加]

1６.0% 7６.0% 8.0% −8.0% 8.0% 80.0% 1２.0% 4.0%
8.7% ６0.9% ３0.4% ２1.7% 1３.0% ６５.３% ２1.7% 8.7%

販売価格
[DI]=[上昇]-[低下]

14.7% 8２.4% ２.9% 11.8% 11.8% 7６.4% 11.8% 0.0%
8.8% 8２.4% 8.8% 0.0% 11.8% 8２.３% ５.9% ５.9%

取引条件
[DI]=[好転]-[悪化]

0.0% 97.1% ２.9% −２.9% ２.9% 91.２% ５.9% −３.0%
0.0% 91.２% 8.8% −8.8% ２.9% 8２.4% 14.7% −11.8%

収益状況
[DI]=[好転]-[悪化]

14.7% ５8.8% ２６.５% −11.8% 8.8% 44.1% 47.1% −３8.３%
17.６% ５５.9% ２６.５% −8.9% 17.６% 41.２% 41.２% −２３.６%

資金繰り
[DI]=[好転]-[悪化]

５.9% 79.4% 14.7% −8.8% 0.0% ６4.7% ３５.３% −３５.３%
8.8% 79.4% 11.8% −３.0% ５.9% ６4.7% ２9.4% −２３.５%

設備操業度
[DI]=[上昇]-[低下]

0.0% 87.５% 1２.５% −1２.５% ６.３% ６8.7% ２５.0% −18.7%
1２.５% 7５.0% 1２.５% 0.0% 1２.５% ６8.7% 18.8% −６.３%

雇用人員
[DI]=[増加]-[減少]

0.0% 94.1% ５.9% −５.9% 0.0% 8５.３% 14.7% −14.7%
0.0% 97.1% ２.9% −２.9% 0.0% 88.２% 11.8% −11.8%

業界の景況
[DI]=[好転]-[悪化]

8.8% ５8.8% ３２.4% −２３.６% ５.9% ５２.9% 41.２% −３５.３%
２.9% ６7.7% ２9.4% −２６.５% ５.9% ５8.8% ３５.３% −２9.4%

●DI［景気動向指数］値（全業種） 上段が７月分、下段が８月分

（調査票取りまとめ：平成25年９月10日　情報連絡員総数３７名：７月回答数３4名：回答率９1．９％、８月回答数３4名：回答率　９1．９％）

　 ＝良い（DI>３0%）、　 ＝やや良い（３0%≧DI＞10%)、　 ＝変わらない（10%≧DI＞-10%)
　 ＝やや悪い（-10%≧DI＞-３0%)、　 ＝悪い(DI≦-３0%)
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＜ 業 界 通 信 ＞

■佐賀県酒造協同組合　事務局長　大坪浩明　氏
　８月は猛暑の影響からか出荷数量（特に特定名称酒）が、
今までの伸びに比べると少し頭打ちとなったような気がし
ます。
　しかし、気温が落ち着く来月には香味も整い熟成された
お酒『ひやおろし』が出荷されますので、この『秋の味覚』
に期待したいところです。反面、酒米についてはこれから
台風シーズンを迎え現在稲体の生育状況はやや良となって
いますが、今後台風の来襲や天候不順のため酒米の俵数（収
量）に直接影響し減少することが今から心配されます。
　各蔵元も来年の酒造りへ向け、酒米の状況に気を遣いな
がら清酒の出荷管理・海外輸出への準備に余念がありません。

■佐賀県蒲鉾協同組合　事務局長　三島和則　氏
　佐賀の蒲鉾組合では、地元有明海で取れる海産物を使っ
た練物を佐賀ブランドとして商品化を考えています。
  
■佐賀県製粉製麺事業協同組合　理事　井上義博　氏

　小麦の値上げで昨年度からだと約1２0％ＵＰになってく
るので今後価格改定を考慮しないといけない時期に来てい
るが、現況が不明である。

■嬉野茶商工業協同組合　理事長　井上真一郎　氏
　７月で２番茶の仕入れが終了し、７月後半から８月中旬
までの中元セールの進物又お盆用の進物の売り出しに期待

をしたが、例年にない猛暑で売り上げは前年を下回る状況
であった。リーフ茶の動きは鈍かったが、冷茶、ティーバッ
グの需要は堅調であった。また、粉末茶の需要が毎年伸び
てきている。ただ中級以上のリーフ茶を使用する進物関係
の売り上げの落ち込みがひどい為全体的な売り上げは前年
比で下回っている。

■佐賀県紙業振興協同組合　事務局長　松尾雄一郎　氏
　売上の減少とともに重油、電気等と動力費値上げの影響
で利益が圧迫され厳しい状況となっている。

■佐賀県陶磁器工業協同組合　専務理事　百武龍太郎　氏
　共販は前年比84％。前年は大口の受注でふくらんだが、
結果その分が不良債権化し、除けば前年並みを維持。手形
決済が２／３あるのが現状で、決済日とタイムラグがあり
共販の数字が即景況感を反映しない状況である。

■肥前陶土工業協同組合　事務局　一ノ瀬秀治　氏
　８月の陶土共同販売高は、対前年同月比約91％、対前月
比約84％で推移する見込み。非常に厳しい数字になりそう
である。元々８月は厳しい月であるものの、今年に入り一
層厳しさが増しているように思える。今年度中の廃業によ
る脱退の連絡が来ているが、今後を担う年代の方の廃業で
あり現状を物語っているようである。次世代の方々に引き
継ぐ為にも価格改定（値上げ・底上げ）等が急務ではない
かと思われるのだが・・。
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■肥前陶磁器商工協同組合　専務理事　藤　雅友　氏
　前月比9６．1３％、前年比91．0５％。夏場ということもあり、
全体的に需要の停滞で動きが鈍い。自社の強みであるオリ
ジナル商品、企画商品などで売先を持ったところは、前年
対比の数字を伸ばすなど依然として良いところも見受けら
れます。秋の需要期に向け、収益を圧迫する原材料高騰な
ど懸念材料だ。

■佐賀青果食品協同組合　理事長　岩永敏機　氏
　８月は猛暑により、葉物野菜の生育が悪く、数量減少と
なり高くなったが、九州地区は雨も少なく果菜類は入荷
が増えて特にトマトは前月より３割くらい安くなった。こ
の時期に入荷する関東以北産のキャベツ・人参・ジャガイ
モはこの地方が大雨の影響で激減して高値で品不足となっ
た。輸入フルーツは価格もほとんど変わらず入荷は順調
だった。組合員の店に関しては猛暑の為に買い物に来る人
が少なくて、お盆の売上ははかばかしくなく、景気回復の
実感はない。

■佐賀県自動車整備商工組合　専務理事　行武文英　氏
　登録車と軽自動車を合わせた平成２５年度上半期（１月〜
６月）の累計新車販売台数は２71万1，６4２台となり、前年
同期に比べ8．0％減少し、上半期としては２年ぶりのマイ
ナスとなった。
　登録車は、11．６％減の1６4万1，３0２台と２年ぶりに減少
した。一方、軽自動車の上半期新車販売台数は、前年同期
比1．8％減の107万６10台と２年ぶりに減少したものの、
100万台を超え、統計開始以来過去３番目の高水準を維持
した。

■佐賀県クリーニング生活衛生同業組合
� 　理事長　坂本豊美　氏

　仕事の減少には頭を痛めます。今回は夏まつりのために
かハッピ等が動いた店もあると思います。今月２9日はク
リーニングの日です。組合主催で佐賀西友・駅側をお借り
して1２〜1３時の間でクリーニングギフト券の配布を予定
しています。

■佐賀県美容業生活衛生同業組合　事務局長　石丸忠良　氏
　キャンペーン実施の店舗は前月を維持しているが、前月
を上回る売上には至っていない。全体的には店舗格差が広
がっている。日本政策金融公庫国民事業借入による店舗改
装の設備資金の相談が前月に引き続き散見された。

■唐津市旅館協同組合　理事長　立花研一郎　氏
　８月は学校の夏休みで、好天に恵まれ家族連れのお客さ
まが多かった。ということで前月より全般に売り上げは増
加しました。
　前年と比べてお客さまの数はほぼ同等か多少の増加では
あるが、客単価が低下傾向にあり、売上は前年とほぼ同様
か若干の減少という景況感です。
　９月より名護屋城博物館で企画展が行われます。それに
併せて当組合では太閤塩釜焼をメインに料理企画を行いま
す。また、薬膳料理や朝からつご飯もやっていますので、
それらをじゃらんの10月号（９月１日発売）に唐津市と連

携して掲載しました。
　組合員間の情報共有、意見交換並びに組合員の情報発信
の一つのツールとしてフェイスブックが有効と考え、その
講習会を３回企画し、１回目を既に行いました。中央会さ
んにはご支援を感謝しています。

■佐賀県建設工業協同組合　常務理事　前山利雄　氏
　平成２4年度の佐賀県の公共事業は件数・請負額とも、前
年月比の最終累計は件数が６．4％増、請負額も4．9％増とプ
ラスであった。
　今年の８月の前年月比は件数が1３．7％、請負額も
２0．２％と増加し、累計での比較は件数が1６．５％増、請負
額も３２．５％増となっている。
　しかし、前月比で見ると件数が1２．4％増、請負額は
41．３％減と金額がプラスからマイナス変化していることか
ら、工事発注の体制が整って受注額の小さい低ランクへの
配慮が働いた結果と考えられる。
　一方、県内の昨年の住宅着工は最終累計の件数が５．0％
増、請負額は10．６％増と前年を上回ったが、ここに来て７
月の前年月比が件数で11．1％減、請負額が1６．６％減とな
り、累計では件数が11．0％増、請負額は２．３％増となって
いることから、前年並みに戻っているようである。
　なお、公共事業は、アベノミクスへの効果が上半期に向
けて期待できる段階に入ってきていると思われるが、民間
の動向に左右される住宅着工は、景気の動向が安定してい
ないことへの不安感が残っているようである。

■協同組合佐賀県鉄構工業会　事務局長　大坪一徳　氏
　業況は、見積り及び仕事量も多く、組合員各社でバラツ
キはあるがほぼ忙しい状況。稼働率は先月に引き続き各社
90％〜100％の高い稼働率で推移。問題点としては、受注
価格は直行費で赤字が出ない水準であり、設備償却費等の
間接経費を補えるまでには至っていない。

■佐賀県電気工事業工業組合　事務局長　山口光浩　氏
　官庁工事のとりわけ電気工事の入札が今のところ少ない
ので苦戦しています。秋以降大量に出るのではという話は
あります。

■佐賀県貨物自動車事業協同組合�　専務理事　志波弘道　氏
（１）お盆休みの空白はあったが、飲料類の荷動きは良

かった。
（２）燃料単価は前年同月比１リットル当り10円値上がり

しており、現在の価格見通しも懸念要因が多く厳しい。
（３）この為、採算の取れない取引は極力避けている。
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編集雑記

これからの行事・イベント

　組合や組合員企業で行うイベントや行事など、県一円に広く告知したいものがありまし

たら中央会連携企画部までご一報ください！

◎伊万里トンテントン祭
日　　時：10月２５日（金）〜２7日（日）　
場　　所：伊万里市　中心市街地
お問合せ：伊万里トンテントン祭り実行委員会　TEL09５５−２３−２09３
概　　要：江戸時代から続く伊萬里神社のまつりで、荒神輿と団車が激しくぶつかる日本３大けんか祭りとしても有名。
伊万里が沸きあがる２日間にご期待ください。

◎2013佐賀インターナショナルバルーンフェスタ
日　　時：10月３1日（木）〜11月４日（月・祝）
場　　所：佐賀市　嘉瀬川河川敷
お問合せ：熱気球大会佐賀運営委員会　TEL09５２−２9−9000
概　　要：100機超のバルーンが世界各国から参加するアジアでも最大級の国際大会。今年も大会メインとなる「競
技飛行」の他、変形バルーンが集合する「バルーンファンタジア」も同時開催。闇夜にバルーンが浮かび上がり、幻
想的な光景が展開されるラ・モンゴルフィエ・ノクチューンも見所の一つ。佐賀市中心地区でもオープニングパレー
ドなどのイベントが開催される予定です。

◎鍋島藩窯秋まつり
日　　時：11月１日（金）〜11月５日（火）
場　　所：伊万里市　大川内山（窯元群）
お問合せ：伊万里鍋島焼会館　TEL09５５−２３−7２9３
概　　要：全国に熱心なファンを持つ「秘窯の里」である大川内山の約３0軒の窯元による窯元市をはじめ、筆供養や
テーマ展示等、多彩なイベントを開催します。爽やかな晩秋に、伝統ある焼き物を愛でながら歴史の風を感じさせる
伝統の街並みを散策してみてはいかが。

◎唐津くんち
日　　時：11月２日（土）〜11月４日（月・祝）
場　　所：唐津市　唐津市街地
お問合せ：唐津観光案内所　TEL09５５−7２−49６３
概　　要：日本の様々な歴史的文物等をモチーフにした、一番曳山「赤獅子」から十四番曳山「七宝丸」まで、美術
品としての価値も高い14台の曳山が、伝統的な笛や太鼓の囃子にあわせ「エンヤ、エンヤ」「ヨイサ、ヨイサ」の掛け
声とともに唐津のまちを縦横無尽に駆け回り、その迫力は圧巻。当日は、唐津市の中心商店街区を中心に江戸時代よ
り連綿と続く唐津の文化の息吹が感じられる祭りです。

◎第25回吉田焼辰まつり窯元市
日　　時：11月２日（土）〜４日（月・祝）
場　　所：嬉野市　塩田町　吉田皿屋・肥前吉田焼窯元会館他
お問合せ：肥前吉田焼窯元協同組合　TEL09５4−4３−9411
概　　要：水の神様である八大龍王さんを祀るおまつり。豊かな水に感謝を表し、陶器はじめお茶など「これぞ嬉野」
という特産品の販売が行われます。

◎第６5回中小企業団体全国大会
日　　時：10月２4日（木）　14：10〜1６：40
場　　所：滋賀県大津市　
お問合せ：中央会事務局（担当：舛田）　TEL09５２−２３−4５98
概　　要：全国一円から参集した中小企業組合の代表者らが「決意表明」を行い、国等に対して強力かつ手厚い中小
企業施策の実現についての要請を行う決議を採択する大会です。全国大会であり、政府・関係省庁等の国の要人多数
が参加します。今年度は滋賀県！大会終了後は式年遷宮が行われた直後の伊勢神宮訪問を企画しています。このチャ
ンスに、是非一度全国大会にご参加ください！（詳細は４ページをご覧ください）

中
央
会

組
合
等

　去る９月８日早朝、２０２０年夏季オリンピック開催地の発表が行われ、見
事に東京五輪の開催が決定しました。今回の誘致成功の要因はいくつも挙げ
られますが、一番耳目を集め注目されたのは「お・も・て・な・し」に象徴
される「プレゼンテーション」だったのではないでしょうか。「これまでの
日本人では考えられないポジティブなプレゼン」が、原発リスクに関連した
「東京開催への懸念」を見事に払拭してくれました。翻って我が佐賀県をみ
てみるとプレゼン・・・即ち宣伝下手といわれて久しい部分は否めません。
それでも最近は佐賀を何とかＰＲしようとアイドルグループのＰＶに便乗し
てみたり様々な方法でのＰＲが為されています。私個人も「県内の中小企業
の為」を念頭に、ネットを含む様々なチャンネルで人知れず情報発信の努力
をしています。宣伝は継続こそが力の典型なので、「それをこの場でやるべ
きなのかな」等の奥ゆかしさは一旦忘れ、チャンスがあれば積極的にどんど
んとやっていきましょう！（Ｍ）

組合活性化情報誌 　Link リンク　NO.199
平成２５年９月30日発行

佐賀県中小企業団体中央会
〒８４０-０８３１　佐賀市松原一丁目２番３５号

佐賀商工会館３階
TEL.０９５２-２３-４５９８���FAX.０９５２-２９-６５８０

URL�http://www.aile.or.jp　E-mail�staff@aile.or.jp
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佐賀支店
佐賀市駅前中央 1-6-23

℡ 0952-23-8121

〒840-0801 


